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坂道は傾斜による身体的な負荷がかかるため歩行には不便であるが，眺望や情景の変化，坂の前方への

期待感など言葉には言い表せない魅力を合わせ持つ空間といえよう．そのため，坂道上にある商店街では

店舗内に歩行者を誘引するべく，坂道の傾斜を巧みに活用した空間形態が表出していると考えられる．そ

こで，本稿では，坂道が商店街の店舗形態に与える空間的影響を捉えるため，坂道の傾斜角度と歩行者の

興味や行動の誘発に寄与する店舗構えとあふれだし空間に着目し，坂道が商店街に与える空間特性につい

て考究した． 
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１． 研究背景および目的 

 

坂道は傾斜による身体的な負荷がかかるため歩行には

不便であるが，眺望や情景の変化，坂の前方への期待感

など言葉には言い表せない魅力を合わせ持つ空間といえ

よう．この点につき，坂道上にある商店街では，店舗内

に歩行者を誘引するべく，坂道の傾斜を巧みに活用した

空間形態が表出していると考えられる．つまり，坂道に

おいては店舗前面の傾斜と店舗のレベル差を解消する必

要があるため，さまざまな壁面形態や店舗前面空間が存

在し，それが結果的に表層的な広告物に依存しない，そ

の土地の地形を活かした歩行者の店舗誘引形態が表出し

ていると考えられる．そこで本研究では，坂道の傾斜角

度と店舗構えおよびあふれ出し空間に着目し，坂道の傾

斜が商店街の店舗形態に与える空間的影響について明ら

かにすることを目的とする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．先行研究と本研究の位置づけ 

 

坂道を対象とした研究には，ひとつに坂道の魅力を勾

配・水平距離・幅員等の空間構成に着目した研究が挙げ

られる．たとえば，小森らは1)，坂道を構成する様々な

物的要素・要因を単純化して構図にするという視点から，

坂道の景観構造を様々なパターンに整理している．松岡

らは2)，坂道の構成を図式化し建物の配置構成について

類型を行っている．また，坂道が与える心理的効果に着

目した研究として，松本ら3)は，坂道空間の進行方向の

期待感に着目し，写真を用いた評価実験を行い，視覚的

な印象から見た坂道空間の期待感の発生要因について明

らかにしている．そのほか，特定の坂道を対象に，坂道

を物理的・心理的条件に問わず考究したものとして，早

乙女ら4)は大分県杵築市の伝統的町並みの特徴である坂

道に着目し，物的・心理的特性の両面から坂道空間を類

型化することより地区全体の特徴および改善点を考察し

ている．さらに坂名称に着目した研究として，上村ら5)

は坂名称の付いた坂道のうち歴史的背景をもたない坂道

は，空間的魅力を有していると考え，それら坂道の傾

斜・幅員等の空間構成を明らかとしている．同様に坂名

称に着目したものとして菊池ら6)は，江戸期以降も人々

に親しまれ，眺望の中心となっていた場所である富士見

坂に着目し，現状とその価値について考究している． 

以上のように坂道に関する研究は多岐にわたって進め
 

写真-1 富士見坂(東京都荒川区) 写真-2  鷺坂(東京都文京区) 

 

 



 

られているが，これらは主に坂道空間それ自体に着目し

ており，坂道が周辺建築物に対してどのような影響をも

たらしているかという点について着目した研究はみられ

ない．これらに対し，本研究は，坂道の傾斜が沿道店舗

に与える空間的影響について分析・考察を行うものであ

る． 

 

 

３．研究方法 

 

研究対象地は，坂名を持つ坂道上の商店街のうち，東

京都内の商店街連合会に加盟する商店街の中でも店舗数

上位２地区の新宿区神楽坂の「神楽坂商店街（坂名：神

楽坂）｣（全206軒）と渋谷区代々木上原の「上原銀座商

店街（坂名：旭坂）｣（全132軒）とする（図－１）． 

各商店街店舗形態の特徴を捉える分析指標としては，

先行研究 7)-10) をふまえ，「店舗前面タイプ｣「店舗ファ

サード｣および「店舗と坂道の境界部｣（店舗前面の看

板・植栽等のあふれ出し状況）に着目する． 

その分析にあたっては，表－１に示す現地調査の結果

に基づき，表－２に示す分類ごとに，２地区の坂道の傾

斜角が店舗形態にどのような影響を与えているかを考察

する． 

なお，２地区の坂道の傾斜角は「０°～5.9°｣の範囲

にあったことから，これを１°ごとに６つに区分し，傾

斜角別に考察する．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．結果及び考察 

 

(1)神楽坂商店街・上原銀座商店街における調査結果 

調査対象範囲に立地する全店舗（２地区合計338軒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－１ 調査概要 

 

 

 

図－１ 調査対象地概要 



 

の事例別と傾斜角別に分類したものを表－３に示し，以

降これをもとに考察を述べる．なお，神楽坂では「３°

～4.9°｣，代々木上原では「３°～3.9°｣は存在しなか

ったため考察外とする． 

 

a)傾斜角別にみた店舗ファサードの特徴 

表－３のファサード構成比をみると，神楽坂商店街で

は「０°～0.9°｣「１°～1.9°｣「２°～2.9°｣の範囲

において「面一型｣が約８割以上を占めている．しかし，

「５°～5.9°｣をみると，「面一型｣は約６割に減少す

る一方，他のファサードの割合が全体的に増加傾向にあ

る．同様に上原銀座商店街をみると， 「２°～2.9°｣

の範囲では対象店舗が少なく，異なる結果を示している

が， 「０°～0.9°｣「１°～1.9°｣に加え「４°～

4.9°｣の範囲においても「面一型｣の割合が８割以上と

高く， 「５°～5.9°｣の範囲では先と同様に他のファ

サードの割合が増加している．このように，２地区いず

れも傾斜角５°を境に「店舗構え｣に変化が生じている．

そこで， ２地区の「ファサード別あふれ出し」の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－２ 現地調査結果に基づく｢店舗ファサード｣｢店舗開放度｣の分類 

 

  

 

表－３ 神楽坂商店街・上原銀座商店街において傾斜角ごとにみたファサード構成比およびファサード別・開放度別あふれ出し状況等 



 

比をみると，傾斜角５°未満の街路に多く出現した「面

一型｣では「広告物のみ｣や「設置なし｣の割合が高い．

つまり平坦地では，広告物で店舗への歩行者誘因を促す

か，何も設置しないという店舗形態が中心であることが

わかる．対して，傾斜角５°以上の街路では「領域型｣

「ひな壇型｣が多く，そのあふれ出し構成比は「植栽の

み｣や「両方（植栽・広告物）｣というように植栽を含む

ものが増加する．加えて，設置位置をみると「私有地｣

が増加傾向にある．このことから，傾斜地では「領域

型｣「ひな壇型｣を用いて店舗前面の傾斜地とのレベル差

を私有地内で解消しつつ， そこに生じた中間領域を植

栽などで装飾している様子が伺える．このような広告物

とは異なる歩行者に向けた店舗メッセージは坂道の商店

街の特徴を際立たせる魅力のひとつといえよう(図－１中

写真－４）． 

 

 b)傾斜角別にみた店舗開放度の特徴 

傾斜角と店舗の開放度に着目すると，２地区どの傾斜

角でも同様に多く出現しているのが「全面透過タイプ｣

である．これは歩行者から店舗内部が見え，歩行者誘因

のねらいが伺える．全面透過タイプのあふれ出し構成比

をみると，先のファサードの特徴と同様に，上原銀座商

店街の店舗少数の傾斜角を除くと「０°～4.9°｣の範囲

では「広告物｣や「設置なし｣の割合が高く，「５°～

5.9°｣の範囲では「植栽のみ｣や「両方（植栽・広告

物）｣の割合が増加傾向にある．このように歩行者誘因

要素である開放度が全面的に透過しているときも傾斜角

５°を境にあふれ出し状況に変化がみられるという現象

が捉えられた．この現象は，一定以上の傾斜角を持つ商

店街を歩く人々にとって，登るときは路面や店舗足元部

分などが視界に入りやすく，下るときは沿道店舗が俯瞰

しやすいなど，平坦地の商店街に比べ，坂道の商店街は

沿道の細部や全体に視線が向きやすくなるため，「植

栽｣の設置など店舗・商店街のイメージ向上を意識した

働きが表出しやすくなるものと考える． 

以上より，傾斜角５°を境目に「店舗構えの多様化・

植栽のあふれ出しの増加｣を捉えた．これは前面道路の

傾斜と店舗敷地のレベル差を解消するための中間領域に

よるものという物理的影響と，歩行者が坂道を移動する

際に享受する視覚的変化に店舗側が反応したという心理

的影響が相まって坂道空間に表出したものと考えられる． 

 

 

５．傾斜角５°以上の坂道を有する商店街における調査 

 

(1)調査対象事例の選定 

 上述の神楽坂商店街・上原銀座商店街の調査結果より，

傾斜角５°を境目に店舗構えが変化することが捉えられ

た．以降ではこの点に着目し，他の傾斜角５°以上の坂

道を有する商店街においても同様の傾向を示すのか更な

る調査を行うことで，傾斜が商店街に及ぼす空間的影響

の要因の確度を高める．調査対象地は，上述の調査と同

様に東京都内の商店街連合会に加盟する商店街のうち，

傾斜角５°以上の坂道を有し，一定数の調査対象店舗を

確保するため，５°以上の区間に10店舗以上の店舗を有

する商店街とする．これより，東京都渋谷区参宮橋の

「参宮橋商店会｣を選定した．調査は2012年６月４日に

前回と同様に「店舗前面タイプ｣「店舗ファサード｣およ

び「店舗と坂道の境界部｣（店舗前面の看板・植栽等の

あふれだし状況）に着目し現地調査を行った(表－４)． 

 

(2)結果及び考察(参宮橋商店会) 

調査対象範囲に立地する全店舗（48軒）を事例別傾斜

角別に分類したものを表－４に示し，以降これをもとに

考察を述べる．なお，参宮橋商店会では「１°～2.9°｣，

「４°～4.9°｣は存在しなかったため考察外とする． 

 

a)傾斜角別にみた店舗ファサードの特徴 

 表－４のファサード構成比をみると，参宮橋商店会で

は「０°～0.9°｣「３°～3.9°｣の範囲において「面一

型｣の店舗ファサードはそれぞれ79％・56％と半数以上

を占めている．しかし，「５°～5.9°｣をみると，「面

一型｣は18％に減少する一方，他のファサードの割合が

増加しており，上述の２商店街と同様の結果となった．

また，特に坂道特有の店舗ファサードである「領域型｣

が「０°～0.9°｣「３°～3.9°｣の範囲においては1割

以下であったのが，「５°～5.9°｣では半数以上に大き

く増加している．上述の調査結果と同様に傾斜の空間と

敷地空間との取り合いの中で工夫された設えの空間が多

く表出していると考えられる． 

次に，ファサード別のあふれ出し構成比をみると，傾

斜角５°未満の街路に多く出現した「面一型｣では「広

告物のみ｣の割合が多いが，傾斜角５°以上の街路では

「両方(植栽・広告物)｣が増加している．これも上述の

の結果と同様に５°以上の街路では積極的に植栽などで

装飾する行為が発生している様子が伺える．しかし，設

置位置をみると上述の結果では「私有地｣が増加傾向に

あったが，参宮橋では「両方(私有地・公有地)｣が増加

傾向にあり，中間領域のみならず街路まで広くあふれ出

しが展開される傾向が捉えられた．これは上述の２商店

街よりも参宮橋では車の交通量が少なく，街路まであふ

れ出しが出ていても接触の危険が少ないためと考えられ

る．これより，あふれ出し領域は店舗ファサードのみな

らず商店街の交通量に関わると推察される． 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)傾斜角別にみた店舗開放度の特徴 

傾斜角と店舗の開放度に着目すると，上述の結果と同 

様に多く出現しているのが「全面透過タイプ｣である．

このタイプのあふれ出し構成比をみると，「０°～0.9°｣

「３°～3.9°｣の範囲においては「広告物のみ｣が最も

多く，それぞれ 46％・33％であるが，「５°～5.9°｣で

は「両方(植栽・広告物)｣が100％となっており，上述の

結果と同様に傾斜角５°以上の街路では植栽などの装飾

物が増加していることが伺えた． 

以上より，参宮橋商店会においても「傾斜角５°｣を

境目に「店舗構えの多様化・植栽のあふれ出しの増加｣

がみられた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．おわりに 

 

本研究では，坂道が商店街の店舗構えに与える影響と

して，坂道沿道の店舗では前面道路の傾斜と店舗敷地の

レベル差を解消するための特有の設えが存在し，その結

果として店構えに多様性がみられることを捉えた．さら

に，坂道沿道の店舗では一定の傾斜角を超えると看板な

どの広告物もしくは植木鉢などの植栽のあふれ出しのう

ち，広告物が減少し植栽が多く表出している傾向が捉え

られた．これより，坂道では店舗個々の設えと利用の工

夫によって広告物に依存しない演出やおもてなしの店舗

構えが表出されているといえよう．その理由としては前

 

 

表－４ 参宮橋商店会における傾斜角ごとにみたファサード構成比およびファサード別・開放度別あふれ出し状況等 



 

面道路の傾斜と店舗敷地のレベル差を解消するための中

間領域を装飾する行為によるものという物理的影響と，

歩行者が坂道を移動する際に享受する視覚的変化に店舗

側が反応したという心理的影響が合まって坂道空間に表

出したものと推察される．また，表－２にある店舗ファ

サードのうち，特に上述の状況がみられる｢ひな壇型｣や

｢領域型｣の店舗は傾斜角５°以上の坂道沿道において展

開されやすい傾向が捉えられた． 

以上より坂道の商店街づくりとして，傾斜解消のため

の中間領域における設えやあふれ出しの工夫によって，

屋外広告物に依存しない店舗構えの形成が考えられ，本

研究成果がそうした地域の個性を活かした坂道ならでは

の商店街形成の一助になることを望みたい．  
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